
平城宮跡・飛鳥藤原宮跡発掘調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調究部は，平城宮跡において，館63～71次にわたって発掘調在を実施した。

鮒６３．７１次は宮城西辺の馬寮地区，第69次の洲禿は宮11･'央部の推定館一次内褒，節70次の調

査は推定第二次内裏東外郭部についておこなったものである。第59次の調査は昨年度末にお

こなったが，第63次の調査区と隣接し，同一官術にあたるので，今同一括，報告した。第６４

～68次の調査は現状変更にともなう事前調査である。第68次の調査地点は，宮外であるが，

平城宮東院推定地の南に隣接する京域である。完全な調査が望まれたが，業者の充分な協力

が得られず，小地域の発掘調査にとどまり，破壊されてしまったのは残念であった。そのほ

か，第64次以外の調査は，発掘而菰が狭く，遺椛の性格が肌確でなかったため，今回の報侍

では割愛する。

また，飛鳥藤原宮跡においては，小治、常推定地・豊浦､11冒跡・需丘東方遺跡・藤原宮跡館

２次の発掘調査を実施した。小治lw宮推定地の発掘は明日香村蝦浦地Iえの水田I|･iにある「古

宮土壇」の周辺部で行ない，宮跡と推定できる遺構を確認した。盟沌寺跡と雷斥東方遺跡の

発掘調森は現状変更にともなうもので，後蒋は飛鳥浄御原宮推定地の両辺にあたる。藤原宮

跡第２次の発掘調査は，朝蝋院回廊東北の外側域においておこなった。各次別の調盗而秩

・期間・遺構の規模・時期については第１表を参照されたい。

調査
次数 調査地区 洲査期間鼎徽
６３１６ＡＤＣ－Ｇ.Ｈ,ＬＭ馬瑛北域 1９７０．５．１～１９７０．７．２７１４．１．６;’

６４１職8二Ｗ 平城宮東張出部東辺1970.4.16～1970.5.16１９

平６５１６AAN-M 内喪北方官術地区 1９７０．５．８～１９７０．５．１２１０．３

6６１６ＡＦＢ－Ｆ･I･］ 左京一条三坊十五坪’１９７０．５．７～１９７０．５．２３１２５

城６７１６ACO一Ａ 宮城西北部 1９７０．７．１～１９７０．７．４ｉ０．９

6８１６ＡＬＧ－ＡＢ 左京二条二坊六坪 1９７０．７．１０～１９７０．７．２０１５－５

宮６９１６ABP-A．B、 惟定第１次内海 1９７０．８．３～１９７０．１１．２１３４．１５

70南６ＡＡＥ－Ｎ･Ｍ 推定第２次大極殿東外郭’1970.11.1～1971.1.25３１．２

跡７０北６ＡＡＤ－Ｇ 推定鋪２次内災東外郭１９７１．１．６～1971.3.10１７１）

7’｜洲:二::W､Ｋ 、‘賜粟＃i城 1971.2.16～１９７１．５．１１４０.Ｃ

飛 5ＡＯＨ＝I.Ｈ･Ｉ 小治、宙跡惟定ｊＩｌｌ 1970.5.20～１９７０．１１．１１１２１．４

脇 5ＢＴＵ－Ｋ 蝦浦寺跡 1970.12.14～１９７０．１２．２５１ＬＯ

6ＡＭＯ－Ｏ 所.庇東方避跡 1９７０．１２．１５～１９７１．１．３０１５．０

綴２１６AjF_頂 藤原宵火種殿東方 1970.7.15～１９７０．１１．３０１２．０

節１表1970年度発掘調脊状況
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馬寮北域（鋪59.63次調査）調衣地は1968年度の４回の調査で馬寮と推測した宮域両北

部の西而北1111に近接する地域である。検川した遺構は掘立柱建物33,冊５，築地２，溝10な

どである。これらの遺構は柱穴の戒復関係などから４期にわけることができる。

Ａ期は,この地域に大規模な造営を行なった時期で,調査地域西端を南北に走る柵ＳＡ３６８０

と同じく東端を南北に走る柵SA5950によって東禰を画されている。これらの柵は第25次，

第47次，第50～52次調査で検州したものの北延長部にあたる。SA3680は今回24間分を，

SA5950は23間分を検川したが，両方とも北端はさらに調査地域外にのびているｏＳＡ３６８０

の西約10ｍのところに面面大垣の側溝と犬走りの一部を検出した。SA5950に直角にとりつ

く築地SA6475は'|‘『術の北を限るものである。入隅には築地の下に木槌の暗渠が設けられ

ており，築地に沿って走る北側の溝に流れ込んでいる。またこの築地の北にある平坦地SX

6502は宮域西面北lIljから東に延びる道路にあたる。

調査地域中央部で検I11した掘立柱建物SB6450は桁行７間，梁行４間の南北に廟のつく東

西棟の建物で，その位置や規模からふて，この官術の正庁と考えられる。この建物の北にあ

る東西棟の建物SB6469は桁行４問分を検出したが，さらに西方へ延びている。南北棟SB

6425は，当初桁行７間，梁行２間の規,摸であったが，のちに改造されて，北に６間分をつぎ

たして，１３間になったと考えられる。

調査地域東部では柵の東を南北に走る築

地SA6150を検州した。この築地は西側の

築地SA6475のほぼ東延長線上で東に折れ

''11り､調査区域外へのびている。この築地は

第37次調査で検出した'向術のそれぞれ西・

北を限るものである。この築地の東にある

南北陳の建物SB6487はこの時期と考えら

れる。またそれぞれの官術を画する柵SA

5950と築地SA6150との間を南北に走る幅

約9.5ｍの空間地は二つの官術の間を通る

道路と考えられる。

Ｂ期には，Ａ期の柵SA3680をとりのぞ

き西而大垣に至る範|M1まで広げて利用して

いる。SB6400は東西に肺のつく南北棟で

桁行11間,梁行４間分を,検出した｡調在地域

111央には柱通りをそろえてＳＢ6185.6195.

6385の3棟がある｡いずれも第５２次調査で東

半分を検出しており，今lrllの洲在で全規模

南北柵

南北棟
東西陳
茄西櫛

南北陳
南北柵
築地
築地

市而Ｉ！〔
西Ｉ

ＳＢ６１９０東西陳５×２２．９×２．４

ＣＳＢ６３８１東西棟５×１３．０×３．０

期:剛難:：縄：:欄窒:籍鼎認
ＳＢ６１７５南北陳２１×４2.4×2.4東西卿

mSB6460南北陳５×４２７×２７東西府
ＳＢ６３３０ ３×３１．８×１．５総柱

３×３１．８×２．１総柱

畔霊溌:瀧北陳６×２乱6xa6
期霊淵撫2脳ｉ:捌
不ＳＢ６４５１南北陳５×２３．０×２．６

剛灘i灘胤撚
節２表馬索北域の主要遺脳
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平城宮跡・飛鳥藤原宮跡の発掘調査
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節１図馬寮遺椛配侭Ixl

があきらかになった。Ａ期ＳＢ６４

５０のあとには小規模な南北棟SB

6454があるの桑である。南北棟

SB6172は第52次調秀で南半分を

確認していたが,桁行９間,梁行２

間にまとまった。SB6430は４間

の梁行に桁行13間以上の東西棟で

ある。

調査地域西南隅にあるＳＢ６３６０

は，内部周辺より焼土，炭化物，

フイゴの羽口,鉱津などが出土し，

鍛冶工房と推定される。この工房

の東側には南北43ｍ東西６ｍの長

方形の土壌SK6350がある。この

土城中にはSB6360の廃棄物が大

裁に埋まっている。

Ｃ期にはＢ期と類似した建物iKiE

置をしているoSB6401は桁行７

間，梁行４間の南北棟である。調

査区域中央部付近には柱通りをそ

ろえてＳＢ6381.6190の２棟があ

る。さらにSB6381の北には桁行

６間，梁行３間の東西棟ＳＢ６４２０

がある。SB6175は第52次の調査

で南端部を確認していたが桁行２１

間に及ぶ南北に細長い建物である

ことが判明した。

Ｄ期に属する建物は東西に廟の

つく南北陳SB6460の1棟である。

そのほか，時期不明の建物ＳＢ

6453.6451.6464などがある。

出土遺物は量が少ない。土器側出土遺物は量が少ない。土器は「主馬」・「内厩」と墨書したものがそれぞれ１点ずつ出土

した｡ほかに,木簡15点が出土した。中でもSD6483に東から流れこむ東西溝SD6499から出

土したものに,鴫（庭園）を掃き清めるために兵士を進めた記録の|祈片があわせて５点ある。
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馬寮南域（鋪71次調査）調査地は西南中門の束，第25次の調査地に接するところであ

る。この地域はさきの第63次調査同様「馬寮」の一部であり，西而I｡|司門の関係からその南の

境界が推測されるところである。

・検出した主な遺職は掘立柱建物・柵・満・井戸などである。

調査地域東部のMlISA5950は,官術の東を画するもので,今回13間分を検出するとともに，

その南端を確認することができた。またこの柵SA5950の東８ｍのところを平行して，南北

に走る溝SD5960は柵の南端のほぼ延長線上で東に折れる。調査地域西北にある南北棟SB

6100は第50次調査で，桁行16間，梁行２間の建物であることが判明していたものであるが，

今回の調査によって西側の柱列の南から３間分だけ廟がつくことが判明した。調査地域南辺

のほぼ中央部で一部分であるがバラス蚊而を確認した。これは両而巾門より東に通じる道路

蚊の一部分と推定される。

以上にあげた遺跡のほか，平安時代に属する井戸４韮，調査地中央では時期不明ではある

が小規模な各種掘立柱建物が液複した状態で検出された。また平城宮以前の進構として弥生

時代・古墳時代の穴や溝がある。出土遺物は瓦・土器が主なものであるが〆他の地域に比較

して敵は少ない。瓦では藤原宮式がめだつ。

奈良国立文化財･研究所年報
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雛
以上，７次にわたる発掘調在で，掘立柱建

物・柵・築地をはじめ多数の遺椛を検出し

た。建物群は数回にわたる造営が認められる

が，これらはすべて築地と柵に囲まれた区両

内にある。しかもこれらの建物群は主に区画

内の北部に集｢'－１しており，中央部は広い空間

となっている。また建物には桁行が14～21間 第３表馬寮南域の主要造機

という宮の他の地域では見られない非常に間数の多いものが集まっていることはこの地域の

特色といえる。これらの建物が東両を84ｍ（28丈）をへだてて南北に走る柵SA3680とSA

5950，北は築地SA6475で囲まれていることは先述のとおりである。南については西而中門

からの道路の一部と思われるバラス而及び東の柵SA5950，西の柵SA3680とでは若干のllI

入りがあるが東の柵の南端を境界と考えると南北は254ｍ（84丈）になる。

以上のような官術ブロックについては，すでに1969年度年報において報告し，これを主馬

寮と推定した。今回の発掘調査と一連の調査における出士遺物の整理の段階で，新たに鎚脅

土器「内厩」２点，「主馬」１点を発見した。この発見によって少なくとも奈良時代末期に主
眺１

馬寮・内厩寮なる宮司が置かれたことがいっそう確実視されるに至った。以ド，主馬・内l既

両寮について若干述べる。内厩寮は天平神護元年(765)２月，近衛府の設置と同時におかれ

た官司で，′任有記猟から染ると近衛府官人との兼職が多い。また，主馬寮は設置年時を詳か

にできないが，頭，助の任官は天応元年（781）が初見であるｏ一方，令制の左右馬寮は宝焔
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平城宮跡・飛鳥藤原宮跡の発掘調秀

10年(779)，左馬頭正月(牟都支)王の任官を最後に大同３年(808）

まで史料には見えないことから，左右馬寮は主馬寮に統合され

たものといえよう。

．このように奈良時代末に設置された内厩，主馬両寮は大同３

年に廃され，もとの左右馬寮が復活するのである。上述のとお

り，主馬，内厩と堪書された土器の発見によって，奈良時代末

には両寮がこの地域に存在したことが確定的であるし，発見遺

構の重複関係から奈良時代を通じて同規模の官司が存在してい

たことが判明する｡平安宮古図によれば,おおよそのところ宮域

西方の位置に左右馬寮があり，発掘調査による官術の規模もほ

ぼこれと一致している。

平城宮東張出部東辺（鋪64次調森）この調査は住宅建設にとも

なうものであるが，この地は宮の東西大腫及び宮城門が想定さ

れる地域である。発掘調査の結果，宮城門想定地については凝

灰岩の散乱を一部確認したにとどまり，門跡と見られる確かな

遺椛は検出できなかった。

東大垣については築地木体の痕跡は検出できなかったが，大

垣の外濠と考えられる幅1.2ｍの南北溝を検ＩｌＩした。

左京二条二坊六坪（鋪68次洲在）ボーリング場建設にともな

う緊急調査として，東院東南隅に隣接する地域で行った。すで

に第44次の調査で明らかにされている条間大路西側溝の南延長

上に設定した東西10ｍ,南北50ｍのトレンチで建物８，冊４，木

－２７－

瑳！
妻蕊妻萎

同月§

‘償

坊
川
大
路

鰯2図蕊識坊六坪樋暗渠2などを検川した。
大路西側溝SD5780の西では建て替え，削平がはなはだしく，第44次調査で推定した築地

の痕跡は認められなかった。この溝と重複してSB6545がある。桁行８間以上，梁行２間以

上をかぞえるが，溝と同時期の可能性があり，溝上に張り出しをもった建物であろう。ほか

の建物はすべて築地推定線に東側柱，妻柱などをそろえて建てている。またl1111SA6543も築

地推定線上にのっている。木樋暗渠２条のうち，SD6553はSB6545より新しい。

遺物は溝SD5760より土器・木器・瓦・木簡など多敬に出土した。東院に多く承られる三

彩陶器や緑和瓦，「東隅」・「東南隅」などの墨11|菖土器，竪櫛・斎串などの木製IYI，他に和同

附弥・万年通宝・麻布・漆曝布などがある。

木簡も79点出土したｏ内容的にはまとまったものはないが，「憶漢月寓里望向関｣と記した

ものはｎ本漢文学史上貴重なものといえよう。また，大和飼添下郡からの米の貢進札，｜鳴主

なる人物が銭川拳したきの記録などに注目すべきものがある。
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南北脈

南北順

間仕切り

間仕切り

推定第１次内裏（第69次調査）調森地域は，推定第１次内裏跡(1-1絵)で，推定第２次内裏

後宮両方に並行する位置にあたる。推定第１吹内裏については，これまでの第７．２７次の調

査で外郭を画する築地回廊が確認されているが，今回，新たに築地回廊内の主要な一郭が肌

らかとなった。検出した主な遺椛は，掘立柱建物１３．礎万建物２．塀１．博菰段・階段など

で，前後４同の造営期にわかれる。

Ａ期調盗地域南に段ＳＸ６６００（口絵）がある。この段は北から南へゆるく傾斜する地

形の南部を削平して作っている。段は現状で1.5ｍの落差があり，７０度の傾斜がある。斜面

は博を繊職象にして化粧している。現存する簿稜承は最も残っているところで７段ある。も

ともとは,段の落差は2.5～３ｍ程で,３０～40の段博を積承上げていたと思われるｏ今回の調

査では,SX6600は東西63ｍを検出したが,東西両端は調査地域外にのびている。段ＳＸ６６００

の基底部は推定第１次内裏回廊内を，南北にほぼ３等分した線上にあり，この一郭の南限を

画している。段SX6600の南前面一帯は砂利を敷きつめているｏまた，この段には，朱雀''１１

rl-i軸線の延長上にあたる部分に,木製の階段SX6601(口絵)がとりついている。建物はこの階

段をのぼった正面約９ｍのところ，同じ中軸線上に位置して，正殿風建物SB6605があるＯ

Ａ期の建物は，のちの削平がいちじるしく，確認できたものはこの１棟だけであった。

この時期の遺物は，土器と瓦があるが，極めて少量であった。とりわけ恥の出土が少ない

のはこの地域の建物が瓦葺以外のものと承

られ，この一樵の遺構の性格を推測させる

ものがある。

Ｂ期博積段の前面に置土して，敷地を

南へ拡張し，北面の築地何廊もつけかえる

など，この一郭の敷地全体を南へずらして

いる。同時に，建物も全面的に建て替えて

いるが，それらはすべて10尺方眼地割にの

って整然と配置されている。正殿となる東

西陳建物SB6610は桁行９間，梁行９間以

上の建物で，朱雀門からの中軸線上に位置

している。奈良時代の建物でこのような建

物を考えることは，技術的に難しく，前後

２棟にわかれるものと考えた方がよいであ

ろうｏ（1971年度の第７２次調査で、この建物は

全規模が明らかになった。それによると３棟の

建物がilil:を接して、前後に並んでいる｡)このS

B6610の束妻柱列よりち‘ｋうど60尺離れた
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平城宮跡・飛鳥藤原宮跡の発掘調査

ところで，西妻柱列通りをそろえて，５棟の東西棟の脇殿が，

整然とならんでいる｡南からSB6660･ＳＢ６６５５・ＳＢ６６５６・

ＳＢ６６６３・ＳＢ６６６６・SB6669となっている。さらに正殿と

これら５棟の間には，２棟の東西棟建物を配している。こ

のうち南の１棟SB6640の桁行柱間は，６０尺を５等分した１２

尺となっている。調査区北端には礎石柱列SC6670がある。

推定第２次内裏北面築地ImiI廊南側柱列の四延長上にあり，柱

間も一致することから，推定第１次内裏北面築地回廊を南へ

つけかえたものと推定した。なおこの時期は，のちに東脇殿

の小改造をおこなっている。すなわちＳＢ６６５５・SB6656が

廃されて，Ｈ隠塀SA6657にかえられ，同時にSB6660に北

孫順をつけている。

SB6663の柱抜跡より多鐘のjlil:瓦がＩｌＩ土した。なかでも67

32型式(東大寺式)ilil:平恥と6282型式jiilF丸瓦が多い。また，建

物配置が推定第２次内裏後宮のＢ期と極めて似ている。

ｃ期再び建てかえがおこなわれ，建物配置が全面的に変

る。朱雀|ｉｌｊＩｌ二'心軸延長上に正殿SB6620を配置しているが，

脇殿はSB6622のみで，しかも南北棟である。北方には後殿

風建物SB6621がある。この建物はMnは伽立柱で，身舎部分

は礎石柱となっている。SB6621とSB6622のあいだには縦

枇に塀がめぐっている。この時期の建物が，推定第２次内裏

Ｃ期と同様に，広蜘を特徴としていることから，推定第２次

内裏後半の時期，奈良時代末と考えられる。なお，ＳＸ６６２９

は大膳職の真中を走る柵SA304の南延長上に位置するが,現

在のところ柵か，建物か不ﾘjである。

Ｄ期Ｃ期の建物配置を踏襲しているが，規模は縮少され

ている｡その配置から考えて,Ｃ期の塀がそのまま継承された

可能性がある。時期は，平城上皇のころと考えられる。

以上のように今1111調査した一郭は，内異と密接な関係をも

っていることが判明したが，整然とした建物配置が奈良時代

全代を通じて維持されているなど，第１次内袈と第２次内裏

の存在をめぐって大きな問題が残されていると言える。今後

の調査による解決が待たれよう。なおＤ期の建物が平城上皇

の時代の中心的なものであった可能性がある。

－２９－

Ｉ

第３図推定節１次内襲変進図
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Ｂ期この地域の1.|』心的な時期で,東IiIi築地SA705に画された一

銘4馴霧鵜腫図郭に整然と建物が配置されている｡礎石建物SB7500はすでに第40次
の調査で南半部を確認していたが,桁行7間,梁行4間の大規模な楼風の建物で,西側!|･Ｉ央に桁

受石があり,木製の階段をつけている。従来東楼跡とされる土壇が西側にあり，この両者の関

･係が問題となる。SB7500の北側には柱列をそろえて，同一規模の２棟の南北陳SB6700･SB

6701が並び，同じく東側にはSB6710がある。この礎石建物を中心にした一郭が，内裏外

郭。大極殿回廊,およびいわゆる東楼跡などとどういう関係にあるかは，今後の課腿である。

Ｃ期礎石建物の東側一帯を整地しているが，建物は１棟をかぞえるの承である。なお，

遺物は土峻などから多量に出土している。とりわけ恥の出土量が極めて多い。「本直七左…

」・「…直三右…」と線刻された噂や三彩・二彩・緑紬陶器などの破片も出土している。

北地区第21次と第33次の調査区に囲まれた地域で，第２次内異東外郭部にあたるｏ調査

区東端を南北に走る東面築地SA705は築地本体の積土がよく残存しており,寄柱の穴と積土

との関係から数回の改築が認められる。その時期はり]らかでない。この築地には門ＳＢ６８２０

がついている。この門は，内裏を囲む北面築地回廊と南面築地回廊間心を距離の２等分線上

;た第５表推定節２次大極殿･内裏東外郭の主要造機

－３０差一

,ｌ
Ｉ

ｉｌ 推定第２次大極殿･内裏東外郭（第70次,淵査）調査地は，推定節２

次大極殿・内裏の東外郭部にあたる南・北２地区である。この調査

で，東外郭部のほぼ全域の調査を終了した。

南地区第33次と第35次の調査区に挟まれた地域で，推定第２次

大極殿の東側にあたる。検出した遺構は，築地・礎石建物・掘立柱

建物などで，前後３時期に分かれる。

Ａ期SB7550など３棟の建物がある。SB7550は，すでに第３５

次の調査で南半分を確認していたが，桁行13間，梁行２間の南北棟

にまとまることが判明した。

剛SB67301東酎＃1'４×，｜…｡’凱0×識，，

■ニーニェ一一一一一エムニニー

託匠
昌
、

１
０ ’

８

礎石建物
西中央右階

次lSB67001南北棟'10×２３．０×3.0

に位置しており，平安宮の建春門にあたる。

宣陽門）に通じる幅６ｍの道SX6850があり，

その両側には築地SA6840とSA6860があって，

内裏東外郭部を南北に２分割している。SB

705とSA6860に限られた南の一郭には,礎石

建物SB4300(1-1絵)がある。第33次の調査で

すでにその南半部を確認していたが，今回新

たに南北３間，東西４間分の礎石すべてが原

位置を保って検出された。柱間4.45ｍで桁行

７間,梁行４間をかぞえ，基壇規模南北34ｍ，

東四20ｍをもった大規模な建物である｡また

この門から内裏の東面築地Ｉｌｉｌ廊中央開門(平安宮

奈良国立文化財研究所年報
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のちには北側に土崩をつけたしている。この

建物の西側には，石敷道路SX4285をへだて

て，SB4290が南北に長く建っている。ほか

に，井戸ＳＥ6845,SB6825がある。ＳＢ６８２５

とSB4300の東北隅一帯には炭灰の充満した

ピット群・溝などがあり，この一郭で金工か

鍛冶が行なわれたようである。なお調査区域

西端は地山面まで削平されているため，西側

の築地を検出することはできなかった。しか

し鮒33.21次調査で検出した東西溝SD4240・

SD2350・SD2000が，SA705の心から西へ約

47ｍのところで，おのおの陪渠となってい

る。したがって，この部分に南北に走る築地

が存在したことはほぼ確実であろう。

今回の調査をもって推定雛２次内裏大概殴

東外郭部のほぼ全貌がりlらかとなった。それ

によると束外郭部は，内袈および人械殿一郭

の火に隣接し，築地によって凹まれた南北に

細長い敷地をもち，築地・道路等により南北

に３分割されている。それぞれの区域には東

南順をもった''１心建物を置き，南北陳を主体

としている。内裏外郭部は，その北限が未調

査で断定はできないが，内裏造営計画線にの

って南北に２等分されていることからみても

内裏と雌も密接な関係をもった官術であろ

う。SA705の東を流れる大勝ＳＤ２７００の上流

に「宮内省」等の墨鍔土器が出土しており

(年報1965）宮内省との関連が考えられる。ま

た大概殿東側の一郭が，内褒外郭部とどうい

I）ｂ１Ｏ２０３０Ⅳ
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なお，今年度報告した平城'呂跡の発掘調査で出土して木簡の主なものは「平城宮跡発掘閥

査出土木簡概報（八）」（1971年）に収録したｏ

註１．心II隆之「内厩寮考」統'1本紀研究５－５(1958）（縦lⅡ猟災．石隣好雄．lⅡ辺征夫）
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1１

小治田宮跡推定地小治佃宮の所在地に関

しては’飛鳥岡本宮と同所，雷丘東方の地に

推定する喜田貞吉説など諸説があった。今回

発掘調査した明日香村豊浦と橿原市和出とに

またがる地が有力である。推定の主な根拠

は，’)蘇我稲目の｢小墾田家」・「向原家｣に仏

像を安置したといい，それが豊浦寺の前身で

あると考えられること，あるいは日本書紀の

朱鳥元年に五寺の一として，「小墾田豊浦寺」
●●●

をあげていることなどから，小墾田は豊w,i寺

の近くを指す地名があるいはそれを含むより

広域を示す地名と考えられること，２)小字名

に「古宮」という名称をとどめ，ここに建物

の基壇跡かと承られる小土壇が現存し，古瓦

の散布が認められること，３)｢古宮｣土壇の近

くの水田下から，明治''年に金銅製四環壷が

出土していること，４)付近の水田地帯は，東

西・南北300ｍ四方ほどの範囲が周囲より一

段と高い平坦地となっており，古代の宮殿が

立地するのにふさわしい地形を示しているこ

となどがあげられる。今回は「古宮，十鱒のとなどがあげられる。今回は「古宮」土壇の 第６図小治、宮推定地遺構配置図

周辺を発掘し，掘立柱建物・石組大溝・素掘りの溝・庭園などの遺構を検出した。この地域

の旧地形にはかなりの起伏があって造営に先立って地ならしが行われている。

発掘区の各所で，掘立柱建物の柱穴と思われる遺構を検出している。規模を確認できたの

はSBO85の象であった。SBO85は６間×３間の東西棟で，「古宮｣土壇のすぐ南側，かつて

金銅製四環壷が出土したと伝える付近でみつかった。柱穴から出土した土器や，柱間寸法が

奈良尺(9.5×6尺）よりも高麗尺（８×５尺）の方が完数が得られることなどからみて，後述す

るSDO50や庭園造描同様７世紀前半から中頃の時期のものとしてよいだろうｏ

ＳＢＯ８５の南方約30ｍで，東南より西北へ流れる大溝SDO50を検出した。まつすぐに47ｍ

以上のびており，その走行は東西に対して北に20度ふれている。１幅1.5～1.8ｍ，深さ0.4～

0.6ｍ,両側には0.2～0.4ｍ大の河原石を２～３段積承あげている。堆積層の状況から承て，

かなりの流水があったと認められる。堆積層から土師器・須恵器が多敵に出土している。

この大群の北側には，小規模な庭園がある。池SGO70から，玉石溝SDO60へ，水が流れ

出るようになっており，周囲は，石だた承SXO65となっている。池SGO70は，楕円形の平

－３２－
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面をなし，こぶし大から人頭大の河原石を,深さ0.5ｍほどの摺鉢状に貼りつけている。縁に

は特に大きな石を配しているｏ西半部は破壊されているo玉石溝SDO60は蛇行して西南へ向

い，大瀧を崎切っている。先端は調査地域外にのびる。この溝は,側に河原石をたてにならべ，

底に河原石を敷いている。ところがSDO50との交叉点以南では,底石はなく，側石も貧弱で

ある。したがってSDO60は当初大溝より以北の承がつくられ，大勝に流れ込んでいたが,大

瀧廃絶後に南に延長した可能性もある。石だたみＳＸＯ65はこぶし大の河原石を用いている。

小範囲しか現存していないが，周囲には，河原石が蝦しく散乱している。本来は，広範肌で

あったと考えられる。素掘りの南北溝SD124も，SDO50と同時期のものと考えられる。以上

より新しい時期の主な遺構としては,ＳＸＯ51,ＳＸＯ66,SDO90などがあげられる。ＳＸＯ５１

及びSXO66はともに１ｍほどの間隔で河原石を並べたものである。藤原京の南京極はちょ

うどこの周辺と推定されているので，これら遺椛はそれと関連する可能性もあるが，時期的

には検討すべき点を残している。SDO90は，Ｉ鵬３ｍほどの素掘りの櫛である。「古宮」土壇

をなかに南北35ｍ，東西40ｍの方形にめぐっている。出-ｋ遺物からみて中世のものと推定で

きる。また，「古宮｣士壇の中央部には石枝象があった｡その粘査は今後に残したが，ＳＤＯ９０

とほぼ同時期のものと考えられる。したがって，これを以って古い建物跡とする根拠はなく

なった。

遺物は，土器と少並の瓦・博がある。土器は池や各溝から多並に出土し，これらの遺椛の

重複関係から飛鳥時代土器編年の手がかりを得た。須恵器は，杯蓋から染ると５型式に分類

でき，ＡからＥへの変化がたどれる（節７図）。これから承ると大溝SDO50はＤ，玉石小満

ＳＤＯ６０・池SGO70はＥの時期ま

でそれぞれ存統することが判る。

須恵器と共伴する土師器を承る

と，‘椀類は，粗雑なつくりのａ・ｂ
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司忠器,右･土HIi器）蓮華文の嫁

Ｊ〆

か，遺櫛をおおう暗褐色砂質土層

出土の土器がある。土器は単純で

はないが，それらのなかには，先

述の土器と，藤原'畠跡の土器との

I|･ilIIlをつなぐ一昨の土器がある。

なお，細文式晩期の土器や弥生式

土器が断片ながら州土している。

ほかに，SDO60から出土した単弁

卵７図小治川宮推定地出土土器（左･須恵器,右･土師器）逆華文の螺（11絵）がある。これ
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丘

は百済単守里廃寺出土例に頬似する。瓦は，暗

褐色砂質土層ないし床土から，単弁八葉蓮華文

軒丸虻など数点発見されたにすぎない。これら

の瓦は避浦寺・奥山久米寺出土のものと同箔の

可能性がある。

以上の蛎実から，この地域は広範囲に遺構が

存在することがはっきりし,７世紀前半から中頃

にかけて宮殿跡であった可能性が大きいといえ

よう。しかも，大催と庭園遺椎との重複関係か

鯛繍|融

第８図坐浦寺跡石列
らすくなくとも2回にわたる造営が認められる。

豊浦寺跡この発掘はりjl-I香村蝋浦74-1番地の水111の宅地転用にともなう事前調査であ

る。呪在の広厳寺本堂の北方50,,.廿樫岡に連なる丘陵の東掘部にあたる。「古宮｣土壇は，

ここから北150ｍほどのところにある。小治出宮・豊浦宮･駕浦寺の関連を知るうえで重要な

地点である。発掘地の閏北隅のIﾉli側伝陵鵬部で南北力向に並ぶ石列を検出したｏ長さ30cmほ

どの石を一列にならべたもので，東側を面としていた。その方位は，現在の広厳寺本堂と本

堂前庭で発見された建築遺椛の方位とほぼ一致し，真北に対し四へ18度ほどふれているｏこ

の石列の南方10ｍで拳大の小石を敷きつめた石敷を検出した。北と西側は後世の穴などによ

って破壊されており，南と東側は発掘区域外にのびる。その年代や性絡は明らかでない。ﾌ(_『って破壊されており，南と東側は発掘区域外に

蚊の北側を破壊する穴は，径８ｍ以上あるｏｒl’

には暇しい戯の瓦喋とともに礎禰が３個投げ込

まれていた。瓦類は飛鳥時代から室町時代に属

するものがある。土器も近世のものにまで及ん

でいるので，埋めた時期を近吐とすることがで

きる。

以上によって，この調査地域が寺の境内であ

ったことは明らかである。瓦喋を捨てた穴の存

在や付近の地形などから判断すると，この地域

は境内の西北隅に近い位置にあたり，石列はそ

の境界となる施設かもしれない。

雷丘東方遺跡この発掘は明｢１番村雷１８－１

番地の水田の宅地転用にともなう事前調査であ

る。雷丘の東裾にあたり，すぐ北方を｢'1111]道」

が遮る。小範囲の発掘にもかかわらず，掘立柱

雌物５棟・掘立柱列１条・大溝１条のほか数条

３
３

遺椛｜柱間数|瀞;蝿 術考
幅１．８１’
深さ０．５
幅０．２５
深さ０．２

東西２．８
南北２．４

幅２．５
深さ０．７

西陥

幅０．８
深さ０．１
幅０．７
深さ０．１５

１脈0.5
深さ０．２
幅０．４
深さ０．１５

'伽,１８．０
深さ０．６

弥生時代

、

SDO501玉覗i満
小

雛:::僅灘

建蓋麟州…２
７
０
８
１

SB1011南北桃’７×３１３．０×３
２
２露淵|搬調?脳laO×

跡|淵|胴淵7以上暇

－３４K一

Ｕ，一

０
０

猶lSD1551南北洲

進櫛撤間数騨蝿｜肺考
ｌ隅1.8ｍ

ＳＤＯ５０玉禰満
深さ０．５

小 幅０．２５
治SDO60玉石溝

深さ０．２

:SXO65玉潜敷
東西２．８

推ＳＧＯ７０玉石池
南北２．４

馬SBO85東西陳６ｘ３２Ｓ５ｘＬ７８
幅２．５

SDO90素掘りの満 深さ０．７

ＳＢ１０１南北陳７×３３．０×3.0西陥
ＳＢ１０２南北棟５以上×２３．０×2.8

雷SB103東西棟１以上×２２．１
幅０．８

SD110素掘りの溝
深さ０．１

丘 幅０．７
ＳＤ１３５南北溝

深さ０．１５

#淵聯〕誰；:８
１'１冊0.5

辿SD155南北溝 深さ０．２
１'１冊０．４

ＳＤ１６０南北洲
深さ０．１５

跡SA161南北柵７以上1.5～２．０
１W,１８.Ｏ

ＳＤ162南北満 深さ０．６

藤SG520玉石池
原ＳＤ５２１瀧
宮SD523溝
跡SA524玉石淋
節SD527溝弥生時代
２ＳＧ529玉石大池
次ＳＢ５３０東西Ｍ〔６×４４．５×４．５

SD1621南北満

第６表主要遮椛



平城宮跡・飛鳴藤原宮跡の発掘調在

到り

の溝などを検111じた。

調査地域西側に，四Mjつきの南

北陳掘立柱建物SB101がある。桁

行７間，梁行３間，柱間は３ｍあ

る。このSB101の北妻と柱筋の通

る，東西棟と象られるSB103があ

る。梁行２間で，桁行は西側が洲

査区域外にのびて不ﾘjである。柱

間は2.1ｍある。SB101の柱穴を切

って，身舎と方向，柱位置をほぼ

lIilじくする南北棟建物SB102があ

る。桁行５間以上,梁行２１洲1,柱'１Ｍ鋪９図簡丘東方遺跡適職配瞳図ＯｏｌｌＪ１ｊＯｌＩｉ｣以一j二,率1ｊ乙111｣'‘1エl1Ij

は桁行３ｍ弱，梁行2.8ｍほどである。以上の３棟は柱筋の方位がI1liに２度ほどふれている。

このほか，Ｌ字形に屈折する溝SD110があるｏこの溝はSB101の柱穴を切っている。

これらの東側に南北の素掘りの溝SD162がある。幅８ｍ,深さ0.6ｍの大規棋なものであ

る。南北方向の掘立柱列SA161は,この溝の底面で検出した。柱穴は小さく,柱間寸法も１．５

～２ｍと不揃いである｡溝SD162の東側で検出した掘立柱建物SB150は桁行５間(柱間３ｍ）

の南北棟である。東側は発掘区域外で,梁行数は明らかでない｡掘立柱建物SB151はＳＢ１５０

とほぼ同位置にあり，南北に３間（柱間３ｍ弱）を検出した。桁行３間，梁行２間の南北陳

かもしれない。このほか，南北溝ＳＤ135,155,160を検出した。SD135はSB150と重複

し，後者より古い。これらの遺構の方位はSB151とSA161が真北に近いほかは，西地区の

ものと同方位である。

遺物には,SD110から多最に出土した土器がある。これらの土器は藤原宮跡出土の土器よ

り,やや古い要素をもつものである｡他の遺構からも土器が出土しているが，SD135出十二の

土器をのぞいてＳＤ１１０出土土器に近いものが多い。この調査地域附近は，飛鳥浄御原宮跡

推定地の西辺にあたる所で,それとの関連で注目されよう。SD135の土器は，奈良時代後半

のものである｡またSB150の柱穴からjlil:平瓦(平城寓6691型式)が'１１土し，周辺からも鬼瓦・llil：

平瓦(平城宮6721型式）が発兄されているｏ

藤原宮大極殿東方（第２次調査）洲査は大槻殿跡である大宮土壇の東南130ｍの地域で行

なった。この地域は，’1本古文化研究所の閥盗で，刺堂院Inl廊とその北側で礎石・根石を確

認している地域の北方にあたる。今|且Iの調在は，奈良県教育委貝会の調査で東北隅を確認し

た内裏外部回廊の南延長部の追求と，それが日本古文化研究所の調査で検出した遺構とどの

ような関係にあるかを明らかにすることを目的としたのである。検出した遺椛は，礎石建物

１，冊１，池２，溝４などである。朝堂院回廊の北30ｍの所で検|｣Ｉした礎石建物SB530は，
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藤原宮朝堂院と発掘区

１１

第10図藤原宮大極殿東方遺構配瞳凶

大きな礎石を使用した東西陳である。礎石は，６ケ所で検川したが，ともに後世に移動し，

原位置を保つものはなかった。調査地域が限定されていたため建物の全規模は確認できず，

桁行６間分，梁行１間分(柱間ともに約4.5m）を検出したにとどまった。これに'二１本古文化研

究所の調査の結果をあわせると，SB530は，大極殿回廊までの眺離からゑて桁行７間か９

間，梁行４間の建物に復原できる。SB530の北約６ｍで石敷の池SG529を検出した。

調査地域東側では，玉石池SG520と南北に延びる勝SD521を検出した。SG520は，南

北長さ８，，幅1.8ｍ，深さ0.15ｍあり，床而には拳大の府平な河原石を蚊きつめ，側壁には

同様の石を立て周囲をめぐらせているｏＳＧ５２０の南と北にSD521が取りつき，南から北に

流れる水を溜める池として設けられたものであろう。SD521の西約３ｍの所に掘立柱列S

A523を検出した。調査地区内で３間分（柱間2.1m）確認し，いずれも柱根が造存していた。

この他，弥生時代終末期から古城時代初期にかけての溝SD527を検出している。

調査地全域で多量の土器・瓦が出土した。特に礎石建物周辺では瓦の出土が顕著であり，

粁瓦では6275.6643型式のものが多い。

内裏の規:膜および朝堂院との関係確認を目的とした調査であったが，発掘地に内では所期

の目的を達することができなかった。しかし，内裏の外郭と予想される地域で，かなりの規

模をもつ建物と庭園関係と思われる遺構の存在を確認することができ今後の調査に大きな期

待をもたせるものとなった。（木下正史・稲田孝司・石丸洋）
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